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平成３０年度「学生プロデュース」実施結果報告書 

 

１ プロジェクト名 

バリアマップの作成 

２ 実施日程 

5月      学生プロデュース採択 

6月 7月    質問用紙の作成。配布、調査。 

8月      ヒアリング調査の実施。 

9月     バリアマップの骨組みの作成。 

10月     愛知教育大学、宮城教育大学と遠隔機器を利用した他大学交流。 

11月 12月 これまでの内容をもとに、バリアマップを作成。 

３ 実施内容 

 プロデュース発足から、質問紙を作成、配布し、大阪教育大学の学生が日常生活において感じ

ている障害（バリア）を調査し、迷ったことのある棟や、松葉杖を使ったときに感じた過ごしづ

らさ、実際、大阪教育大学で感じた、ヒヤリとした経験などの情報を集めた。 

 ヒアリング調査では、視覚障害を持った卒業生の方、聴覚障害を持った学生や職員の方、肢体

不自由の卒業生の方から、現在、または在学時に感じた大阪教育大学での過ごしにくさや、改良

の余地があると感じた部分。また、大阪教育大学の支援の部分で、あってよかったことなどを教

えていただいた。 

 他大学交流では、教育大学という同じ立場をとる愛知教育大学と、以前学内のバリアを実際に

調査し、成果物を残した宮城教育大学と遠隔機器を利用し、交流した。それぞれの大学では、自

分の大学におけるバリアをどうとらえているのか。また、宮城教育大学においては、どのような

調査でバリアを明らかにし、どのような方法で成果物を作成したのかなど意見を交換し合った。 

 バリアマップの作成においては、学生で作り上げたものに、大阪教育大学の支援課、教務課、

施設課の方々の助言を参考に、「支援が必要な場所に対する、支援の様子」を中心に掲載し、今後

大阪教育大学の学生が、身の回りのバリアに気づいたとき、具体的にどのような支援ができるの

かを示したマップ、「サポートマップ」を現在作成中である。 

 

４ 経費の使途 

事   項 数 量 単  価 金  額 備  考 

     

安眠セット 3 253 759  

松葉杖 1 4300 4300  

コピーカード（質問紙 ほか） 4 1000 4000  

ウェットティッシュ 1 528 528  

白杖 1 2500 2500  

合  計   12,087（円）  

 



５ プロジェクトの成果 

 

【マップについて】 

 バリアマップを作成することにより、その成果過程においては、大阪教育大学に潜在する

バリアや、それを気にする大学利用者の意見に触れることができた。開いたままの状態にな

らない扉、手すりのない階段、小さなタイルのかけ、整備途中の点字ブロックや、その気づ

かないほどの小さなはがれが、誰かにとってのバリアになっているのだと我々自身、改めて

気づかされた。そして、その顕在・潜在するバリアをバリアとしてマップの形にするのでは

なく、そのバリアをいかにサポートできるか、どのような人的支援が必要とされるのかを熟

考することで、それらを載せたサポートマップを作ることに意識を向けることができた。扉

に対して、階段において、点字ブロックがないところにおいて、どんな支援が我々にできる

のだろう。どんな支援を、大阪教育大学の学生にしてもらいたいか。それをどう伝えたらい

いだろうか。そのような意識を大切にしながら、今後バリアマップ作成企画を進めていきた

い。 

 

【他大学交流について】 

 他大学交流では、愛知教育大学と宮城教育大学の学生の方に協力いただき、互いに支援や

バリアについて話し合いを深めた。その中でも、周りの学生に障害からバリアが生まれてい

ることや今現在困っている人が大学内にいることを知ってほしいという意見が出た。そのこ

とを発信するためにどうするか。どうすればうまく発信できるかなどをともに考え、話し合

うことができた。 

 また、大学各々でも悩みを抱えており、支援に関する共同スペースがない、そして担当を

してくださる専門的な先生がいない。完全なボランティアでやっているためうまく人が集ま

らないなどの悩みを共有してくださり、自分たちの大学生活や大学内での活動の取り組みを

一層見直すきっかけにもできた。 

 

【今後について】 

 当初は「バリアマップ」という名前で大阪教育大学の在学生に配布する予定であったが、

「大阪教育大学の学生に、そして職員の方に、そして外部の方に、バリアに対しどういった

支援ができるか。どういった支援が望まれるかを示す」というコンセプトのもと、「サポート

マップ」という名前に変え、さまざまな方の目に触れてもらえるよう、リーフレットとして

展示、配布を考えている。 

 また、質問紙の結果やヒアリングのまとめた資料、我々自身が大学内を探索した際に気づ

いたことなどをまとめ、バリアマップ作成企画の成果物として大阪教育大学への提出を考え

ている。 

 


